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はじめに
対外交流においては人の往来に付随して様々なモノがやりとりされる｡国際世界で流通するの
は実体的なモノのみではなく､情報もまた人を媒介として伝達されるひとつのモノと見なすこと
が可能である｡ (1'日本の古代国家において､そうした海外の情報は外交上あるいは国内的な政治
的判断を下す上での貴重な材料であった｡本稿では日本国外で発生した事象に関する情報を海外
情報と位置づけて､これについて考察を加えるものである｡
さて海外情幸田こ関する研究はそれほど厚いとはいえない｡ (2)そもそも情報を研究の対象とする
こと自体が立ち遅れている面があり､海外情報を論証の手段とすることはあっても海外情報自体
を研究の対象とするのは比較的新しい視角である｡近年は個別のケースについて検討を加えた論
考はそれなりの積み重ねがあるものの､それを総体的にまとめる必要性が認められる｡
ところで､情報そのものは実体的ではないがゆえにその扱いは難しい一面を持つ｡情報の価値
はその正確さに左右されるところが大きいが､それは常にバイアスがかけられることによって変
質していくからである｡例えば地理的な距離や時間的な間隔が大きくなればそれだけ正確性に対
する信頼度は落ちていく｡また､情報は発信者や受信者の立場や状況によってかたちを変えてい
くことも想定されなければならない｡記憶違いなどによって誤りが生じることもあれば､意図的
に誤った情報が伝達されるということも起こり得る｡しかし､それ自体が歴史的現象であると捉
えるならば､歴史学的には誤報や虚報も情報として等しく意味を有していると考えるべきである｡
こうした立場に立つ時､史料に記されている海外情報についてその正確性を唯一の判断基準とし
てこれに拘泥することはあまり生産的ではないだろう｡
そこで本稿では視点を変える｡ひとつは情報の発信者と受信者の関係に注目する｡情報の送り
手の意図と受け手の受容のあり方から海外情報の処理について考察を加える｡もうひとつは､情
報の流通を媒介する｢人｣に留意したい｡前近代において情報は人の移動に付随してもたらされ
るものであり､いかなる階層がどのような理由で情報の伝達を担っているのか検討することによ
って､当時の対外関係の一端を明らかにすることができると考えるからである｡
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Ⅰ　七･八世紀の海外情報
海外情報の受信者を倭/日本と固定して､その情報伝達について論理的蓋然性から区分する場
合それは､ A公的なルートを経た情報､ B非公的なルートを経た情報､という二者に分けること
ができる｡さらにこれを発信者という視角から分類すると､ a受信者と同じグループに属する､
b受信者と異なるグループに属する､という二者に分けられる｡すなわち海外情報の様態は次の
ようになる｡
A- a　外交やそれに準ずる活動によって海外に赴いた倭/日本人がもたらす情報
A- b　外交やそれに準ずる活動において海外から到来した人がもたらす情報
B - a　宗教･経済等公的でない活動によって海外に赴いた倭/日本人がもたらす情報
B - b　宗教･経済等公的でない活動によって海外から到来した人がもたらす情報
右の区分に基いて､以下､時期ごとに海外情報のあり方を概観する｡
一　七世紀の海外情報
七世紀は海外情報の流通について考えるにあたって､ 『日本書紀』に依拠しなければならない
ところがある｡情報の実態を把握する上では史料的制約が大きいといわざるを得ないが､まずは
『日本書紀』に記された海外情報のあり方をふまえて検討を加えたい｡
A-　a
これに該当するのが道外使節の派遣である｡七世紀においては外交上の相手は階唐や朝鮮三国
である｡
まず遣唐使について見ておく｡ 『日本書紀』には数箇所に伊吉連博徳の書が註として掲載され
ている｡ (3)日記形式を採るこの記録は海外情報を詳細に記しており､その内容は遣唐使が受けた
処遇や儀式の内実､唐の対外関係まで幅広い｡その具体性ゆえに研究においてもその情報が注目
を浴びる所以である｡しかし､坂本太郎･北村文治氏が述べるように本書は持続朝に作成された
ものであり､その目的は博徳の功績を強調するためである｡ (4)そのため情報の取捨選択において
フィルターがかかっていると見なすべきであろう｡
斉明紀五年七月戊寅条には伊吉連博徳書とともに難波富士男入善が註形式で載せられている｡
これも博徳書に準じて考えるべきであろう｡
また､道外使節のみが公的な活動ではない｡留学生もそれに該当する｡
① 『日本書紀』推古三十一年七月条
新羅遣大便奈末智洗爾･任那通達率奈末智､並来朝｡ (中略)是時､大唐草間者憎悪斉･恵
光及暫悪日･福因等､並従智洗爾等来之｡於是､悪日等共奏聞日｡ ｢留子唐国学者､哲学以
成業｡歴喚｡且其大唐囲者法式備走之珍囲也｡常須達｡｣
遣唐使派遣の奏請として知られる記事である｡唐の国利(律令制)について論じた上で唐との
外交や留学生の登用を提言している｡これを述べたのは新羅を経由して新羅使とともに帰国した
留学僧恵日である｡留学中の知見を述べたものとして情報量に一定の制限はあったであろうが､
実際の見聞に裏打ちされたものであり比較的客観的な情報と見なしてよい｡
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国外への使者の派遣は中国･朝鮮に対してだけではない｡
(む『日本書紀』天武十年八月丙成条
遣多禰嶋使人等､貢多禰囲囲｡英国去京五千鈴里､居筑紫南海中｡切髪草裳｡梗稽常豊､ -
殖南牧｡土毛文子･莞子及種々海物等多｡
天武朝には多執嶋との交渉が頻繁化しており､多執嶋に派遣した便人が国図を献上し風俗を伝え
ている｡律令国家成立に向けて版図を拡大する中で周辺集団の情報を収集していると考えられ
る｡
A-　b
このケースでまず考えられるのが､外国便が直接海外情報をもたらすことである｡そのもっと
も端的な例として挙げられるのが､高句麗傍が伝えた情の高句麗攻撃に関する情報である｡
(彰『日本書紀』推古二十六年八月巽西朔条
高麗遣使貢万物o　因以言｡ ｢隔腸帝興珊寓衆攻我､返之鵠我所破｡故貢献倖虜貞公･普通二
人､及鼓吹替地石之類十物井土物騒駈一匹｡｣
腸帝による高句麗への攻撃は六一一年から六一四年にかけて三次にわたって実行されており､そ
の負担から楊玄感等重臣等の叛乱が起きて帽は内乱状態に陥る｡六一八年には暢帝は殺され同年
に帽は滅亡､唐が興っている｡この情報は高句麗が使節を派遣して伝えたものであるが､情報伝
達に数年を要しており､情報伝達の契機と内容の両面において高句麗に有利なフィルターがかか
っていることを念頭に置かなければならない｡
他にも下記のように泉蓋蘇文のクーデターなども高句麗僕を通じて倭に伝わっている｡
(む『日本書紀』皇極元年二月丁末条
遣諸大夫於難波郡｡検高麗囲所貢金銀等井其献物｡使人貢献既言乞､而諮云｡ ｢去年六月､弟
王子菱.秋九月､大臣伊梨珂須禰拭大王井殺伊梨渠世斯等百八十徐人｡偽以弟王子兄鵠王｡
以己同姓都須流金流鵠大臣｡｣
高句麗だけでなく百済から情報を得ているケースも挙げておく｡
⑤ 『日本書紀』皇極元年二月戊子条
遣阿曇山背連比羅夫･草壁書士磐金･倭漢書直願､遣百済弔便所｡間彼消息､弔使報言｡
｢百済国主謂臣言｡ 『塞上値作意之｡請付還使｡天朝不許｡』｣百済弔便傭人等言｡ ｢去年十一
月､大佐平智積卒｡又百済使人榔島崎便於海裏｡今年正月､国主母黄｡叉弟王子晃勉岐及其
母妹女子四人･内佐平岐味､有高名之人珊徐被放於嶋｡｣
百済が派遣した鮮明の弔問促から百済の｢消息｣を問い質している｡またその傑人が百済の政変
を伝えている｡ (彰-(参を見ると､外国使節の方から海外情報を伝えてくる場合と､倭国が使節に
問い質す場合があったことがわかる｡
ところで倭に政治的に到来したのは外交使節だけではない｡朝鮮との関係では七世紀には｢質｣
という存在もこれにあてはまる｡
(む『日本書紀』皇極元年四月乙末条
蘇我大臣於畝傍家喚百済勉岐等､親封語話｡偽賜良馬一匹･銭廿挺｡唯不喚塞上｡
上は勉岐が蘇我蝦夷と面談したことを記しているが､こうした会話の中に海外情報も含まれてい
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たと見なすのが穏当であろう｡
B-　a
白村江で唐の捕虜となった人々が帰国する例が天武朝以降散見する｡直接的に海外情幸削こつい
て記すところはないが､そうした人々から唐の情勢をつかもうとすることは当然行なわれたと考
えるべきであろう｡
B-　b
高句麗僧道顕の著した書である『日本世記』は海外情報を多く含む｡道顕の生没年や来朝年次
は不明であるが､百済滅亡や復興運動､鎌足の死去を記す逸文が『日本書紀』に収録されており､
『藤氏家伝』にも逸文と推定される文章がある｡これらの内容からすると､高句麗滅亡後は倭国
に留まり鎌足と密接なつながりを持っていたことが窺えるのであり､公的な使節等ではなかった
可能性がある｡また道顕は予言を行なうなど誠緯説にも通じていた｡ 『日本世記』は対外関係に
詳しい傾向が見られるが､道顕が高句麗から渡来した僧であることに鑑みれば朝鮮の政治情勢に
は特に精通しており､またそうした情報への関心が高かったものと考えてよいだろう｡ 『日本書
紀』の原史料のひとつとして採用されていることは､ 『日本世記』が完成段階で朝廷に献じられ
たことを意味する｡当然のことながらその内容は倭の朝廷に対して慮ったものとならざるを得な
いであろう｡
また､白村江時に唐の捕虜となった倭人の存在は前述したが､逆に唐人の捕虜も倭に到来して
いる｡ 『日本世記』によると百済が槽守言を倭に送っているのである｡(5)頼守言や薩弘情は音博
士として国家構築に協力させられており､彼等から海外情報を得ようとすることも有り得ること
である｡
他に亡命百済人の存在も考えるべきであろう｡貴族層を中心に多くの人々が宮人として登用さ
れたが､そうした人々から海外情事鋸こ揺することはないと考える方が不自然である｡ただし､そ
れを明示する史料は残念ながらない｡
以上､ 『日本書紀』を中心に七世紀の海外情報について概観した｡これを情報の流通という視
点から整理すると次のようになる｡
A- a　道外使節(遣唐使･遣多執使)､留学生
A-b　外国使節(高句麗便･百済便)､質
B-a　戦争捕虜
B-b　渡来僧､戦争捕虜､亡命者
上のうちBに属する戦争捕虜や亡命者は百済滅亡･白村江という特殊事情によるものである｡
ひとまずこれを例外とすると､七世紀の段階では情報の流通は公的なレベルによるところが大き
いといえよう｡
そうした状況下において道顕のような僧の動向は注目に値する｡道顕の場合鎌足と結びつき
『日本世記』を朝廷に奉じているように､僧侶は政治と関係を有しながらも公的な外交とは異な
る論理で移動し海外情報をもたらしている存在なのである｡それは僧侶の越境性と換言できるだ
ろう｡恵日のような留学僧も倭政権による公的な派遣であり｢留学｣に比重をおけば公的な外交
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という側面を担うが､それにとどまらず道顕と同様の性格を有した存在と考えることも可能であ
ろう｡世俗の権力とは一線を画して仏教という枠組みに基いて行動する僧は､公的な外交ととも
に七世紀の情報流通に大きな役割を果たした｡仏教の枠組み･ネットワークに権力が便乗したと
見なすこともできる｡支配権力と宗教の二重性の中で僧侶を媒介として七世紀の海外情報は流通
することが多かったといえる｡
二　八世紀の海外情報
律令国家の成立は海外情報の流通においていかなる変革をもたらしたのか｡その媒介となるの
はどのような人々だったのか｡かかる視点から考察を加えたい｡
A-　a
道外使節について､遣唐使から見ておく｡八世紀には復命報告というかたちで海外情幸田ま伝え
られる｡例えば宝亀の遣唐使については『続日本紀』に在唐中の動向が詳細に記されている｡こ
れは遣唐使が復命した時に提出する文書を直接引用したものであろう｡ 『続日本紀』の引用を見
る限り日記形式を採っており､これらを総称して在唐日記としておく｡その内容は遣唐使の動静
のみならず海外情報をも含むものであり､特に後者はいわゆる唐国消息と称された｡
⑦ 『続日本紀』宝亀九年十月乙未条
其唐消息｡今天子贋平王､名辿､年五十三｡皇太子薙王､名追｡年号大暦十三年｡菖賓貌九
年｡
それは唐皇帝の名前などの定型的な情報を日本にもたらした｡延暦遣唐使の際にも同様の情報が
伝えられている｡皇帝や皇太子の名前のような外国のデータは君主間外交において必須のもので
あり､常に入手すべき情報であったといえよう｡また年号は唐から多量の文物を獲得した際に対
比の｢基準点｣として有用であったことが指摘されている｡tb)
七世紀においては口頭でなされていたであろう報告が､八世紀には書記化されるようになった
のであり､律令制下において遣唐使の復命報告は文書化したといえる｡
こうした遣唐使による情報収集が盛んに行われるようになる一方で､唐自身は情報の流出に細
心の注意を払っていた｡七世紀のケースではあるが､斉明朝の遣唐使が｢海束の政｣によって幽
閉された事例があり､また律令による規制が複数の条文で定められている｡(7)そのため唐と直接
接触するのではなく､新羅や潮海において間接的に海外情報を入手することも積極的に行なわれた｡
そのもっとも端的な例が安史の乱の情報であろう｡遣潮海億として派遣された小野田守が潮海
でその情報に接して帰国後速やかに奏上している｡それをもとに新羅征討計画が立案されたこと
は以前に論じたことがある｡ (8)この情報が伝えられたのは七五九年であり､七五五年に安史の乱
が発生してからすでに四年を経過してからようやく情報を入手したことになる｡日本の朝廷は情
報に接して｢安緑山者､是狂胡孜竪也｡違天起逆､事必不利｡疑是不能計西､還更掠於海東｣と
述べるように東アジア諸国にも危機感をもたらすものであったにも拘わらず､そもそも情報が遅
いという致命的な状況にあったということができる｡
A-　b
外国使節から海外情報がもたらされる例をあげておく｡
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㊨ 『続日本紀』神亀五年正月甲寅条
天皇御中宮｡高暫徳等上其王書井万物｡其詞日｡ ｢武重啓｡山河異域､国土不同｡延聴風献､
但増傾仰｡伏惟大王､天朝受命､日本開基､葉菜重光､本校百世｡武蛮黍首列国､濫惣諸春､
復高麗之奮居､有扶除之通俗｡但以天崖路阻､海藻悠悠､音耗未通､吉凶絶間｡親仁結接､
庶叶前経､通使聴隣､始乎今日｡謹遣寧遠将軍郎格高仁義･瀞将軍果毅都尉徳周･別格舎航
等甘四人､斎状､井附紹皮三百張奉送｡土宜難賊､用表厳芹之誠｡皮幣非珍｡還漸掩日之請｡
生理有限､披胆末期｡時嗣音徴､永敦隣好｡｣於是高暫徳等八人並授正六位上､賜首色服｡
偽宴五位己上及高哲徳等､賜入射及雅楽寮之柴｡寡言乞賜線有差｡
上には国書に潮海建国の情報が記されている｡潮海は唐と対立する中で日本への遣使を開始して
おり､自らの立場について歴史情報を含めて主張している｡((‖
ところで潮海の建国に関しては『類衆国史』にも載せられている｡
⑨ 『類衆国史』巻一九三潮海　延暦十五年四月戊子条
潮海国遣使願万物｡其王啓日｡ ｢哀緒巳具別啓｡伏惟､天皇陛下､動止寓福､寝膳勝常､嵩塀
視息萄延｡奄及祥制､官僚感義､奪志抑情､起績洪基､祇統先烈｡朝雄依膏､封域如初､顧
自思惟､賓荷顧春､而槍浜括地､波浪漫天､奉膳無由､徒増傾仰｡謹差匡諌大夫工部郎中呂
走琳等､済海起居､兼修奮好｡其少土物､具在別状o荒迷不次｡又告喪啓日｡上天降禍､祖
大行大王､以大興五十七年三月四日黄背｡善隣之義､必間吉凶｡限以槍撰､所以緩告､嵩塀
無状招禍,不日滅亡｡不孝罪答､酷罰雁苦｡謹状男奉啓､荒迷不次｡孤孫大嵩瑛頓首｡｣叉
博奉在唐学問僧永忠等所附書｡勅海図者､高麗之故地也｡天命開別天皇七年､高麗王高氏､
馬唐所滅也｡後以天之鼻宗豊祖父天皇二年､大所柴始建潮海図､和銅六年､受唐脚立其囲｡
延衰二千里､無州螺館輝､虞々有村里｡皆珠鞠部落｡其百姓者､殊鞠多､土人少｡皆以土人
馬村長｡大村日都督､次目刺史｡其下百姓皆目首領｡土地極寒､不宜水田｡俗頗知書｡自高
氏以来､朝貢不絶｡
『日本後紀』逸文と見られる本条について､古くは永忠が潮海建国のことを知らせてきたと捉え
られていたが､石井正敏氏によって永忠とは無関係な記事であることが明らかにされている｡ (10)
これに従って考えるならば､建国記事は⑧のような潮海を通じて得られた情報の蓄積から作り上
げられたものである可能性もある｡
また七六三年には安史の乱の続報が潮海使王新福を通じて伝えられた｡なお､この時の情事鋸こ
ついて筆者は潮海が新羅征討計画を継続させるために意図的に誤報を流したと推測したが､ (ll)
これに対して古畑徹氏はその情幸田ま潮海が入手したものをそのまま報じたものであるとして私見
を批判している｡ (12)確かに潮海による当該期の情報掌握力は比較的正確であり､ ｢意図的に｣誤
りを伝えたという点において私見は修正するべきところもある｡ただし､誤った情報を潮海がそ
のまま日本に伝えた箇所があることも事実であり､結果的に誤報を得てそれに基いて新羅征討計
画を継続していることにかわりはない｡
外国使節がもたらす情報はあくまでもその国の立場を通して語られるものであり､その点で強
力なフィルターがかかっているといえる｡
また､律令においても海外情報の収集が規定されている｡
(22)入唐僧と海外情報(河内)
⑲公式令89遠方殊俗条
凡遠方殊俗人乗入朝者､所在官司各造園｡董其容状衣服､具序名髄庭所井風俗｡随詑奏聞｡
同条に対応する唐令を掲げる｡
⑪唐復原公式令(13-
諸蕃客至､鴻膿訊其国土山川風土､馬園奏之､副ヒ於職方｡殊俗入朝者､囲其容状衣服以
聞｡
⑲と⑪を比較すると､唐令では条文の主語が｢蕃客｣であったのを削除して｢殊俗｣に改変する
などの修正を施している｡とはいえ新来の異国人から情報を聴取するという基本的なスタンスは
そのまま継承しているといえるだろう｡この令条は(参道多執使や七世紀末の南島覚国便(14)のよ
うに大宝律令制走に先行して実践されているが､違いも見受けられる｡それは寛国傍にもっとも
端的に表れているが､遠方殊俗条は日本への来朝を前提としているのに対して､七世紀の南島-
の対処はまず日本の方から招致していることである｡律令国家の完成期において領域の拡大と確
定を目指すうえでの処置であり､逆に八世紀になるとそれ以上の積極的な海外展開はなくなると
いえる｡
B　-　a
八世紀に非公的な渡海はほとんど見えない｡律令国家は許可のない渡航は八虐において｢謀叛｡
謂謀背園従胤荒j･議会篭志㌣'､｣とあるように謀叛として扱っており､公的にあらずして海外へ行くこ
とは困難であった｡
B-　b
B - aにおいて日本がそうであったように､八世紀は他国も大幅に制限されていた｡しかし､
何らかの事情で日本に来た民衆が散見する｡そこから海外情報が伝わる事例も確認できる｡
⑫ 『続日本紀』天平宝字八年七月甲寅条
新羅倍大奈麻金才伯等九十一人到着大事博多津｡遣右少弁従五位下紀朝臣牛養･授刀大尉外
従五位下栗田朝臣道麻呂等､間其由緒｡金才伯等言日｡ ｢唐囲勅使韓朝彩自潮海来云｡ 『送日
本国僧戒融､令達本郷巳華｡若平安蹄郷者､雷有報信｡而至干今日､寂無来音｡宜差此便､
其消息欲奏天子｡』偽斎執事牒､参大事府｡｣朝彩者､上道在於新羅西津｡本国謝恩使蘇判金
谷鳥取大事報牒寄附朝彩､在京未馨｡関目｡ ｢比乗彼国技化百姓言｡ 『本国番兵警備｡是疑日
本囲之来問罪也｡』其事虚賓如何｡｣封目｡ ｢唐囲擾乱､海賊塞繁｡是以徴馨甲兵､防守縁遠｡
乃是国家之設､事既不虚｡｣及其韓日｡大事府報牒新羅執事日｡ ｢検案内､被乾政官符偶｡
『得大宰府解偶｡得新羅囲牒偶､依韓内常侍請欲知僧戒融達不｡府具状申上者｡以去年十月､
従高麗囲､還韓聖朝｡府宜承知即令報知｡｣
上では新羅から｢投化｣してきた百姓が本国での噂を語り合っており､それを太宰府が聞きつけ
て新羅使に問い質している｡こうした新来の人々からの事情聴取が情報を入手する一つのルート
としてあったことが判明する｡
⑬ 『続日本紀』天平十八年是年条
潮海人及銭利惣一千一百錬入幕化来朝｡安置出羽囲､給衣粗放還｡
潮海からの民衆の｢慕化｣の来朝がある｡この時は最終的に帰国させているが､一時的に出羽に
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安置しておりその際に情報収集に努めたということは十分に有り得るであろう｡
これらの事例では王化を慕って自発的にやって来たように記されているが､他にも漂流民など
が散発的に現れる｡そうした人々には送還のための外交ルートがあったことが指摘されており､
(15)その過程で海外情報を聴取することも行なわれた可能性は高い｡
以上､八世紀の海外情報の流通について整理すると次のようになろう｡
A-a　道外使節(遣唐使･遣勃海使)
A-b　外国使節(潮海便)
B-　a　なし
B-b　投化民衆
まず七世紀に引き続き､公的な外交における情報の入手が見て取れる｡七世紀においては､た
とえば高句麗征討を高句麗が連絡してくるなど当事国からの連絡が中心であったが､八世紀にな
ると第三国からの情報提供という現象が目につくようになる｡もとより七世紀においてもそうし
たことが行われていたことも十分に想定するべきであるが､史料上に表れないところからすると
そうした情報を七世紀では二次的なものとして重視していなかった可能性がある｡また､道外使
節からの報告は七世紀には口頭での報告であったものが､八世紀になると遣唐使の在唐日記のよ
うに文書による復命が行われるようになるという傾向を見出すことができる｡これは文書主義に
よる支配を目指した律令国家の成立が大きな影響を及ぼしているといえるだろう｡
その一方で七世紀に散見された個人のもたらす情報という見地からの流通は大幅に減少してい
る｡これも律令国家という法治国家の成立で法制上個人の往来が大幅に制限されるようになった
ことによる｡それだけでなく東アジアレベルで巨視的に捉えても統一新羅や潮海建国など八世紀
は新たな国際秩序に再編されている｡日本と新羅や新羅と潮海の関係が悪化するなど国家間が対
立する一方で､それが戦争という人的移動を引き起こすまでには至らなかった｡そのため個人レ
ベルでの往来は七世紀に比べて制約があったことが大きく反映していることも念頭に置くべきで
あろう｡
その一方で民間からの情事馴叉集が記録の上で現れるようになる｡これも七世紀にも為されてい
たものと推測できるが､具体的には不明瞭な点が多い｡民衆が共同体を超えたレベルで移動する
ことは困難であるという指摘に鑑みれば､ (16)民間のレベルで海外情報が伝達されるのは基本的
に難しいと見なすほうがよい｡八世紀には流来民の送還システムが構築されて風聞のチェックが
システム化することによって､それを外交案件として取り扱うようになったことが大きな要因で
あろう｡
以上､七･八世紀の海外情報について見渡してみた｡七世紀から八世紀の海外情報伝達は外交
による流通を基軸としている｡このことはすでに東野治之氏がふれており､それを再確認できた｡
また､八世紀になると情報収集のシステムが口頭から文書化といったように複雑化するものの､
基本的構造において大きな変化は見られないといえる｡一万､七世紀には公的･非公的なレベル
で僧侶が海外情報を媒介していることに気付くが､八世紀はそれがむしろ抑制される傾向にある
(24)入唐僧と海外情報(河内)
といえよう｡
Ⅰ　九世紀の海外情報
前節で七･八世紀の海外情報のあり方について見通し､外交が大きな比重を占めていることを
確認した｡ところが九世紀における海外情事鋸まそれとは異なる新たな様相を見せ始める｡本節で
は九世紀の状況について考える｡ (17-
A-　a
まず遣唐使から見ておくと､延暦遣唐使の復命において在唐日記が掲載されている｡ (18)この点
は八世紀の流れを引き継ぐものであるといえる｡ところが承和の遣唐使において復命後の在唐日
記は国史に記載されていない｡すなわち､承和遣唐使の在唐日記が作成されたかどうか留保が必
要である｡かりに在唐日記が作成されなかったとすると､海外情報-の希求性はもちろんのこと､
唐に行くということ自体のモチベーションがかなり低下していると見なして大過ないだろう｡
また唐以外の国に対しても変化が生じる｡最大の変化は新羅との外交途絶である｡九世紀も延
暦二十三年や承和三年の漂着遣唐使の救援要請による往来を確認できるものの､それによって海
外情報を入手した形跡は窺えない｡潮海との関係についても注意が必要である｡遣潮海使の派遣
は弘仁二年の林東人を最後に途絶えてしまい､九世紀の日潮関係は主として潮海からの使節派遣
によるようになる｡
右のように唐･新羅･潮海との外交において日本からの使節派遣は九世紀に急速になくなって
いく｡自ら派遣しなくなるということは､主体的に海外情報を得ようという意思がなくなりつつ
あることを示している｡
これに代わって海外情報の発信者として重要性を増してくるのが留学僧である｡留学僧につい
ては便宜上後述する｡
A-　b
外国使節からの連絡についても､やはり外交関係の変化が反映している｡九世紀に唐使の来朝
はなく､新羅便も関係の途絶によってない｡
唯一外交関係が継続するのは潮海である｡しかし潮海との関係は比較的良好に推移するものの､
経済的関係に軸が移るようになると外交関係において両国の間に認識の齢齢が生じており､それ
が海外情報をめぐる外交姿勢にも反映している｡
⑩ 『類衆国史』巻一九四潮海　天長三年三月戊辰朔条
右大臣従二位兼行皇太子博臣藤原朝臣緒嗣言｡ ｢依臣去天長元年正月甘四ELL表､潮海入朝､
定以-紀｡而今寄言塞仙､巧敗契期｡偽可還却状､以去年十二月七日言上｡而或人論Ej｡今
有両君絶世之譲､己越尭舜｡私而不吉､大仁芳啓､縁何通於海外｡臣案､日本書紀云｡誉田
天皇崩､時太子菟道椎郎子､譲位干大鶴鶴尊｡固辞日｡宝達先帝之命､轍従弟王之言｡兄弟
相譲､不敢普之｡太子興宮室於菟道而居｡皇位空之､既経三歳｡太子日｡我久生煩天下哉｡
遂於菟道営日豪｡大鶴鶴尊悲働越砥｡即天皇位､都難波高津宮｡委曲在書紀､不能以具蓋｡
千時譲囲之美､無赴海外｡此則先哲智慮､深慮囲家｡然別先王之奮典､寓代之不朽者也｡又
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博聞｡砥記云｡夫稽者､所以定親疎､決嫌疑､別同異､明是非也｡砥不節費､穏不胎節｡而
潮海客徒､既達詔旨､濫以入朝｡偏容拙信､恐損奮典｡賓是商旅､不足隣客｡以彼商旅､馬
客損囲､未見治健｡加以､比日雑務行事､贈皇后改葬一､御斎曾二､掘加勢山溝井飛鳥堰溝
三､七道畿内巡察使川､可召潮海客徒五､経営重畳､騒動不達｡叉頃年早疫相仇､人物共益､
一度賑給､正税欠少｡況復時臨農要､弊多逓送､人疲差役､税損供給｡夫君無争信､安存天
下｡民憂未息､天災難滅｡非一人天下､是商人天下｡縦今損民蔦､徳有暫後賢｡伏請､停止
客徒入京､即日着囲還却､且示朝威､且除民苦｡唯依期入朝､須用古例｡臣緒嗣錐久臥疾林､
心神既迷､而恩主之至､半死無忘｡愚臣中誠､不獲不陳｡謹重奉表以聞｡｣不詳｡
この藤原緒嗣の上奏はそれを端的に表している｡ ⑲によると潮海は霊仙の情報を通知し､日本と
霊仙の媒介役になることで日本への入朝を果たそうとする｡潮海は情報流通の媒介役となること
で使節派遣を果たそうとしているのである｡藤原緒嗣はそれを建前であり潮海の真の狙いは商業
にあると指弾するものであった｡この問題の前提にあるのが｢潮海入朝､走以-紀｣とするよう
に､いわゆる年紀制であった｡六年乃至十二年と年限を区切ることによって来航を制限するこの
政策は､潮海を通じて海外情報を頻繁に手に入れるのには向かない｡日本は年紀制を導入しよう
とした九世紀にはもはや外交から情報を得ようとする姿勢を欠いているといわざるを得ない｡
一方で潮海は情報の仲介者的役割を強めていく｡それをよく示すのが霊仙の死をめぐるやり取
りである｡
⑮ 『頼日本後紀』承和九年三月辛丑条
存間兼領潮海客便式部大丞正六位上小野朝臣恒村･少内記従六位上豊階公安人等上奏｡勘問
客徒等文井潮海王所上啓案井中台省牒案等文｡其啓状日｡ (中略)又別状日｡ ｢葬震祖父王在
日､差高承祖｡入観之時､天皇注送在唐住五台山僧塞仙黄金百両､寄附承祖､承祖領滑｡到
囲之目､具陳天皇附金之旨､祖父王欽承叡意､韓附朝唐賀正之便､令尋震仙所在賂送其金､
待使復任付金否｡而隔海程途､過期不返｡後年朝唐便人却廻之冒､方知前年傍等従海却蹄｡
到塗里浦､疾風暴起､皆悉陥没｡亦悉往五台寛震仙､送金之時､塞仙遷化､不得付輿｡其金
同陥没｡以此其後文矩入観､啓中経陳事由､巽達天皇｡文矩不遂観頑､格啓却蹄｡今再述失
金事由｡政道賀福延輪中誠志｡伏望倦悉｡｣
日本が霊仙に砂金を送る際に潮海俺の高承祖に付しており､それを承けて潮海は唐への賀正使に
預けて霊仙に砂金を渡そうとする｡またその過程で霊仙の死を知り､それを日本に伝えている｡
このように潮海は渡海僧と日本が連絡を取り合う際の媒介的役割を果たしている｡
この他にも仲介を果たす行動を潮海は取っていると推測できる史料がある｡
⑲ 『類衆三代格』天長五年正月二日官符
一応充客徒供給事
大使副使日各二束五把　　　　　　判官録辛目各二束
史生訳語医師天文生日各一束五把　首領己下目各一束三把
右得但馬国解偶｡潮海使政堂左允王文矩等一百人､去年十二月甘九日到着｡偽遣国博士正八
(睦)
位下林朝臣達雄勘事由､井間違期之過｡文矩等申云｡為言大唐猫青節度使康志喧交通之事､
入観天庭｡違期之程､逃罪無由｡ (後略)
(26)入唐僧と海外情報(河内)
ここで明らかになるのは節度使からの接触である｡安史の乱以降､節度使が地方勢力として唐朝
に村抗するようになるが､そうした藩鋲が潮海を通じて通交を求めてくるようになる｡(19)地方
勢力が中央の制御を離れて独自のネットワークを構築しようとするなかで､潮海がその間に立っ
て情報を媒介する役割を担っているのである｡
B　-　a
在唐僧の中確が海外情報を日本に発信していたことはよく知られている｡これについては後述
する｡
B-　b
Aで見たように国家間の正式な外交では海外情報収集に破綻をきたしつつあったが､従来の交
渉相手であった皇帝･国王とは異なるレベルで日本とコンタクトを取ろうとして情報をもたらす
動きがあらわれるようになる｡
⑰ 『積日本後紀』承和九年正月乙巳条
新羅人李少貞等珊人到著筑紫大津｡大事府遣使問来由､頭首少貞申云｡ ｢張賓高死｡其副将
李昌珍等欲叛乱｡武珍州列賀閣丈興兵討平､今巳無虞｡但恐賊徒漏網､忽到貴邦､擾乱黍庶｡
若有舟船到彼不執文符者､並請切命所在推勘収提｡叉去年廻易使李忠揚円等所斎貨物､乃是
部下官吏及故張賓高子弟所遺｡請速鷺遣｡偽常闇丈上筑前囲牒状参来者｡｣
新羅の張宝高の乱もそれを窺わせる好例である｡これ以前に張宝高配下が私的に使者を発達して
日本と交易関係を取り結ほうとしており､その張宝高が内乱によって鎮圧されたことが地方の官
司によって通知されている｡
張宝高の接触に対して日本は｢馬人臣無境外之交｣ (2O)として拒絶している｡新羅では王権以
外の勢力が交通の主体となるような成長を見せるのに対して､日本では従来の国家外交にこだわ
っている様子が看取される｡
また､ ⑲で見た潮海を通じて日本と接触を図ろうとした猫青節度使康志睦も日本からすれば情
報を入手する好機となり得るものであった｡しかし､日本はそれに対して積極的な態度をとって
いない｡このように九世紀には諸国において国際的な通交を国家が一元的にコントロールするこ
とが困難になりつつあるが､それは情報の発信者の面においても確認できるのである｡
一方で､九世紀は商人の来航頻度が高まる時期であった｡十-十一世紀の日本では商人を朝貢
扱いすることで対外関係を管理･統制したが､ (21)それは対外交流の相手が国家から海商へと質
的に変化したのを旧来の枠組みに押し込めようとするものであった｡九世紀はその前段階として
商人を流来扱いしており､そのなかで情報の入手が行われることもあった｡
⑲ 『日本紀略』弘仁十年六月壬成条
大唐越州人周光翰･言升別等､乗新羅入船乗｡間唐固消息､光翰等封日｡ ｢己等遠州郡人､
不知京邑之事｡但去元和十一年､円州節度使李師道反､所擁兵馬五十寓､極馬精鋭｡天子費
諸道兵討､未克｡天下騒擾｡｣
新羅人の船に乗ってきた唐人から｢唐国消息｣を聴取し､李師道の乱に関する情報を得ている｡
商人の到来によって都も在地も唐物を争って求めたことはよく知られているが､それのみならず
海外情報の入手も積極的に図られたのである｡商人側も交易を円滑に進めるためにそれに応じた
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ものと思われる｡商人の滞在期間が数年に及ぶ場合もあったことを考えると､到着時の公的な事
情聴取のほかにも私的な取り引きのなかで様々な情報がやり取りされたであろうことも想像に難
くない｡
C
九世紀における海外情報入手で重要なのは､唐に滞在している僧侶からの連絡である｡九世紀
半ばまでは遣唐使に付随して留学僧が派遣されるが､遣唐使が派遣されなくなった後も渡海して
唐に赴くことは続いており､ ｢在唐僧｣等と称される｡こうした僧の動向は遣唐使だから公的､
そうでないから非公的という枠組みでは括りきれない面を持つ｡そこで留学僧･在唐僧を入唐僧
という概念で総括してこれを論じたい｡
九世紀の入唐僧は唐に滞在する間も日本とのコンタクトを行なっている｡それをまとめたのが
表である｡それは八世紀の留学生･僧には見えない行動であり､入唐僧の大きな特色であるとい
えよう｡そして､当人は唐に滞在しながら媒介者を通じて日本に海外情報を報じるのである｡
表　入唐僧と日本の連絡
入唐 侈飲*ｲ同行者 胃ﾙ(ixﾒ 僭ﾘ櫁帰国        
① ? 俤ﾙ8(ｧyn)ﾒﾝﾙ8)ﾒﾝﾙ8)zyﾒ実敏 I~R紿侭(ｩ?ｩgｲ普 刋9i}Bｨ､2大同元年 以前                  延暦15.5太政官-永忠 儿鞆ｸｾ3{ﾂ     
延暦17.5日本一永忠 儿内蔵賀茂麻呂   
② 凭ﾉR延暦23 )zyﾒﾝﾙ8(ｧyn)ﾒ i+s")~ﾉRﾙ?ｩgｲ表.物 俘(2ｨ､2在唐死去                 
天長3天皇-霊仙 仞{ﾂÂ     
ぼ1 ﾘﾝ｢承和5 ﾉ8)zy5iHﾒzyﾒ仁好 傴9(ﾝ｢ﾙ?ｩgｲ経典 ﾘﾔB顏x羽元慶1 帰路溺死                    
承和11.7日本一回載 仞#揵{ﾂ仁好      
承和14.7圃戟-日本 儷ﾈ2仁好.窓等   
承和15.6太政官一回載 仞抦箸       
斉衡2.7囲戟-日本 儷ﾂ  
@ iv｢? 俤ﾙ8)ﾒ 侏8ﾆ3R(iv｢ﾙ?ｩgｲ申状 不明         
寛平6.3中確-日本 刔雍ﾂ王言内  
寛平6.7太政官-中曜 ｲ鞆ｸｾSI{ﾂ       
延喜9.2日本一中曜 ｲ鞆ｸｾ{ﾂ       
⑲ 『頼日本後紀』承和十五年六月壬辰条
是日｡太政官牒､送在唐天台宗留学間僧円載｡其節目｡ ｢奉勅､省円載表款､容服愛更､心
事敷阻｡然自強不息､乞留数年｡凡人心也､皆懸郷土｡非敦求法､誰契遠偏｡事須遂其賓韓､
不厭年深｡又風潮寓里､斎厳達藻｡物量在奇､唯嘉乃情｡宜因子速成等還次､令知此意｡裁
賜金物以充旅資者｡准勅､聴更住数年､兼賜黄金一百小南｡宜領之｡｣
留学僧の固我が日本の朝廷に書状を送ったことを承けて出された太政官符であるが､そこに引用
している囲載の表款に｢容服奨更｡心事艶阻｣とあり､これが会昌の廃仏のことを指しているこ
とはすでに佐伯有清氏が指摘している｡ (22)書状の内容自体は滞在の延長と滞在費の追加申請で
あるが､その事情を説明するために海外情報が述べられているのである｡
さらに積極的に海外情報を発信しているのが在唐僧中堰である｡
㊨ 『三代賓録』元慶五年十月十三日戊子条
是日｡頒下所司日｡ ｢売品高丘親王､志深異諦､早出塵置､求法之情､不達異境｡去貞観四
年､自餅普邦､間道西唐､乗査-去､飛錫元締｡今得在唐僧中曜申状偶｡親王先週震且､欲
(28)入唐僧と海外情報(河内)
度流抄｡風聞｡到羅越囲､逆旅遷化者｡雄寛背之日不記､而審問之来可知寓｡親王者､平城
太上天皇之第三子也｡母贈従三位伊勢朝臣継子､ iE四位下勲四等老人之女也｡云々｡｣
中確が甲状において､天竺へ赴こうとした高丘親王が羅越国(マレー半島)で死去したことを日
本に報じていることが判明する｡ (23､
この他にも中確は日本への連絡を密に取っている｡
㊨ 『菅家文革』
請令諸公卿議定遣唐使進止状
右臣某､謹案在唐僧中確､去年三月附商客王言内等所到之録記､大唐凋弊､載之具奏｡更告不
朝之間､終停入唐之人｡中確錐区々之旅僧､為聖朝尽其誠｡代馬越鳥､崖非習性｡臣等伏検
旧記､度々使等､或有渡海不堪命者､或有遭賊遂亡身者｡唯未見至唐有難阻飢寒之悲｡如
中曜所申報､未然之事､推而可知｡臣等伏願､以中曜録記之状､遍下公卿博士､詳被完其可
否｡国之大事､不猫馬身｡且陳軟誠､伏請処分｡謹言｡
上の｢録記｣に記された唐の｢凋弊｣をもとにして菅原道真が遣唐使停止を奏話したことは有名
である｡
このように日本から唐に赴いた僧侶が積極的に日本へ連絡を取ることによって海外情報が伝わ
るという現象が九世紀に生じている｡在唐という点では留学生も同様の役割が期待されるところ
であるが､森公華氏が指摘するように九世紀は留学生の重要性が低下しつつある時期である｡ (24)
それに対して仏教の中国-の志向性は強まり､平安時代に入ると求法僧･巡礼僧を輩出する｡留
学僧や遣唐使が派遣されなくなった後に自ら唐に赴いた在唐僧は宗教的ネットワークの中で活動
するため行動範囲が広く情報を得やすいことと相俣って､海外情報を伝達する点で重視されるよ
うになっていったと考える｡
以上､本節では九世紀の海外情幸田こついて見てきた｡整理すると次のようになる｡
A - a　道外使節(遣唐使-情事則叉集のレベルは下がる)､ (留学僧-Cへ)
A- b　外国使節(潮海-年紀制で来航制限)
B - a　(在唐僧-Cへ)
B-b　地方勢力(張宝高･節度使-拒絶)､海商
C　　　入唐僧
いささか見にくくなってしまったが､海外情報の伝達は七･八世紀に比べると大きく変貌すると
いわざるを得ない｡国家的なやり取りが継続する潮海とは九世紀も恒常的な外交がなされるが､
社会的混乱を主因として新羅･唐との外交頻度はほとんどなくなる｡それは国家間の外交におい
てやり取り､あるいは道外使節が入手するという手段の急速な衰えをもたらした｡その背景にあ
るのは中央権力に対抗する地方勢力の成長や権力による規制をかいくぐりながら活動する商人の
活発化によってもたらされた東アジアの交流の質的変化である｡日本は旧来のシステムで対処し
ようとするものの､外交による情孝則叉集が機能不全に陥っていることは明らかであり､そのため
に別の入手手段を模索しなければならなくなる｡
そこで新たな情報人手方法として現れるのが商人や僧侶である｡九世紀に入ると外国商人が日
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本に到来するようになる｡ (25)九世紀中葉は新羅商船が移動手段として活発であり唐商人も新羅
船で移動するケースが見て取れ､そのなかで⑲の周光翰･言升別のような事例が現れる｡ただし
商人のもたらす海外情報には限界がある｡来航が不規則であり､かつ周光翰等が｢不知京色之事｣
と述べたように求める情報が得られるとは限らない点である｡商人には地域性があり､ (26)商人
の持つ情報は限定的なものにならざるを得なかったといえる｡結果として商人のもたらす情報は
風聞に近いものであったと考えられる｡
その一方で海外情報の伝達における比重を高めていくのが入唐僧である｡入唐僧は朝廷の許可
を得て日本から赴き定期的に朝廷へ連絡してくるのであり､朝廷側からも太政官符を発するなど
の対応が可能であった｡それはついには遣唐使停止の判断を左右する情報など､政策に影響を及
ぼすレベルにまでなったのである｡
Ⅲ　入唐僧の情報伝達
Ⅰ ･ Ⅱで七～九世紀における海外情報の発信者と､受信者たる倭/日本との関係を検討した｡
そこから読み取れるのは､七世紀に僧侶は海外情報伝達の中で大きな役割を果たしたこと､八世
紀には律令国家による対外関係の独占によって僧侶の活動は留学僧以上のものはあまり見えなく
なるが､九世紀になると国家の一元的対外関係が衰えた結果僧侶の活動が再び活発化するという
傾向である｡国際関係の異文化間交流において､そのフレームである政治的関係とは基準を異に
する宗教的存在である僧侶が通時代的に活躍するのは理解しやすい｡それでは入唐僧は具体的に
唐でどのような行動をとり海外情報を日本へ発信し得たのか､考察を加えることとする｡
そもそも入唐憎のうち､留学僧･還学僧は遣唐使の一員として国家的要請に基く公的な立場を
有しており､遣唐使の組織構成に組み込まれていた｡
㊨ 『延喜大蔵式』
入諸蕃便
入唐大便｡絶六十疋.綿一百五十屯･布一一百五十端｡副使｡絶珊疋･綿-一百屯･布一百端｡判官｡各維十疋･綿
六十屯･布珊端｡録事｡各絶六疋･綿冊屯･布廿端｡知乗船事･訳語･請益生･主神･医師･陰陽
師･画師｡各絶五疋･綿冊屯･布十六端｡史生･射手･船師･音声長･新羅奄美等訳語･卜部･留
学生･学問僧･儀従｡各絶四疋･綿廿屯･布十三端｡雑使｡音声生･玉生･鍛生･鋳生･細工生･
船匠･栢師｡各絶三疋･絹十五屯･布八端｡傑人･挟秒｡各絶二疋･綿十二屯･布四端｡留学生･学問僧｡
各絶柵疋.綿一百屯･布八十端｡還学僧｡絶廿疋･綿六十屯･布珊端｡己上布各三分之一一給上総布｡水手長｡純一
疋･綿四屯･布二端｡水手｡各綿四屯･布二端｡栢師･挟秒･水手長及水手｡各給惟頭巾･｢り子･腰帯･貿
布黄移｡著綿吊裸子･袴及汗杉･裡･貿布半腎｡其潮海･新羅水手等､時当熟序者､停綿襖子袴､宜給
細布袴｡並使収掌､臨入京給｡其別賜｡大便｡彩吊一百十七疋･貿布廿端｡副使｡彩吊七十八疋･貿布
十端｡判官｡各彩吊十五疋･貿布六端｡録事｡各彩削-疋･貿布四端｡知乗船事･訳語｡各彩畠五疋･貿布二
端｡学問僧･還学僧｡各彩百十疋｡
この規定が八世紀に遡るものであることは東野治之氏がすでに論じている｡ (27)ここで注目した
いのが学芸の修得を目的として派遣された人々への賜物のあり方である｡
(30)入唐僧と海外情報(河内)
正使としての請益生には絶五疋･綿冊屯･布十六端､留学生･学問僧には緬四疋･綿廿屯･布
十三端が授けられる.しかしそれだけではなく､雑使の留学生･学問僧には絶冊疋･綿一百屯･
布^+端､還学僧には維甘疋･綿六十屯･布冊端が､さらに別賜として学問僧･還学僧に彩計十
疋が与えられている｡このうち特に別賜に注目したい｡特別給付は留学生･請益生にはなく学問
僧･還学僧のみに授けられているのである｡僧の方に在唐中に果たすべき何らかの役割を期待さ
れているといえる｡
では､そうした僧侶の目的はいかなるものであったのか｡一つには中国仏教の新たな動向を摂
取し､教義上の問題を質すということが挙げられる｡その成果は『唐決集』として著される｡も
う一つは新たな経典類の入手である｡その成果は『将来目録』として国家に提出される｡七世紀
において顕著であったように､唐に向かう僧侶は国家に属しながら､かつ仏教界の要請を果たそ
うとするという二重性をもつ存在であった｡それは唐に滞在中に留学生と異なる独自の行動を行
うところによるのである｡
唐に滞在中の入唐僧の動向を見ておく｡入唐僧は単独で行動したのではないことをまず確認し
たい｡
⑳伝教大師入唐牒
日本国
求法僧最澄　訳語僧義兵　行者丹福成　担夫四人
経論井天台文書喪像及随身衣物等
牒最澄等令欲却往明州及随身経論等
恐在道不練行由伏乞公験　処今謹牒
一次史料が残っている事例として長期滞在ではないが最澄のケースを挙げておく｡これによると
最澄本人の他に､弟子の義真､行者の丹福成､担夫四人が記されている｡このうち担夫は現地で
雇うとしても､憎本人+弟子(ここでは訳語僧) +行者が入唐僧を中心とした一つの集団を成し
ていたと見なし得る｡入唐僧は決して一人ではなくグループで行動していたのである｡それは
『伝教大師将来目録』の署名にも最澄･義真･丹福成が署していることから､帰国まで一貫して
いた｡これが例外でないことを他の事例から確認しておく｡
㊨ 『入唐求法巡礼行記』開成三年八月四日条
四日｡早朝有報牒｡大使贈土物於李朝公､彼相公不受還却之｡叉始今日充生料､毎物不備｡
斎後従揚府将覆間書来｡彼状偶｢還学僧円仁･沙弥惟正･惟暁･水手丁雄満､右請往台州国
活寺尋師､便住台州､為復従台州却来赴上郡去｡留学僧円載･沙弥仁好･伴始満､右請往台
州国情寺尋師､便住台州､為復従台州却来赴上郡去｣者｡ (後略)
㊨ 『文徳賓録』暫衡三年九月発卯条
大僧都博燈大法師位賓敏卒｡ (中略)更従入唐大僧都永忠､学経論所｡滞二年受具足戒｡
⑳では還学僧の匝=二には弟子惟正･惟暁と傑人丁雄滴､留学僧囲戟には弟子仁好と傑人伴始満が
一緒であった｡ ⑮は実敏の卒伝であるが､入唐僧永忠には実敏が弟子として随行していたことが
窺える｡このように留学･還学僧には弟子や付き人が常に付き添っていたのである｡仏教(求法)
に関する庶務を弟子が補佐､日常生活における雑事には傑人が従事することで入唐僧の活動をサ
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ポートしたのであろう｡
ところでこうした入唐僧グループにおいて弟子は必ずしも渡唐時に僧とは限らないことを付言
しておく｡
㊨ 『入唐求法巡礼行記』開成三年十月十三日条
十三日｡午時､講益傑従惟暁･留学傑従仁好､同時剃髪｡
円仁に随行した惟暁､囲載に従った仁好は唐で出家している｡
そして､前掲表を見ると明らかであるが､入唐僧に付き添った弟子こそが海外情報における実
際の伝達役として活動しているのである｡九世紀入唐僧の特徴として､長期滞在中の在唐途次で
日本に中間連絡していることは前述したが､八世紀の留学生等がひとたび唐に行った後は自ら連
絡をとることがないことを想起すると､そこに違いを見出すことができる｡唐にいながらにして
日本へ連絡をつけるための役割として弟子がクローズアップされるのである｡
㊨ 『績日本後紀』承和十一年七月突末条
叉勅日｡在唐天台講益僧円仁･留学僧円載等､久遊絶域､癒乏旅姿｡宜附円載傑従僧仁好還
次､賜各黄金二百小両者｡所司准勅､分付如前云々｡
上のように囲載の場合､弟子の仁好が日本と唐を往来している(表参照)｡ ⑰の場合､その用件
は直接的には唐における滞在費の窮迫を述べた上での支援要請であった｡こうした事情と相侯っ
て､表からも分かるように日本側の返信には砂金の賜与が伴うことがほとんどである｡
入唐僧の窮迫は､彼らが求法のために活動範囲が広く､経典を多数書写･買得することを目指
しているためである｡経費が多くかかるために滞在中に経済的支援を連絡する必要が生じること
となる｡このような考えに沿って『延喜大蔵式』の｢別賜｣も理解できないだろうか｡唐朝の経
済的援助の下で滞在･活動する留学生に比べて入唐僧は経済的に逼迫しやすく､それが｢別賜｣
として朝廷からの援助へとつながると考えたい｡
入唐僧の定期的な連絡の中で､僧側にとって海外情報の通知は国家から滞在費用の経済援助や
滞在期間の延長といった在唐の便宜を引き出すためのひとつの便法としての面を持っていたであ
ろう｡ ⑲で円載は海外情報として会昌の廃仏を伝えて､自己の窮乏とそれでも怯まぬ意志をアピ
ールすることによって己の要求を通したのである｡
さて､入唐僧グループは八世紀には遣唐使を媒介として唐に赴いた｡しかし､九世紀に入って
遣唐使の頻度が減る一方で渡唐の志向性は高まっていく｡そのジレンマの間に入り込んだのが潮
海傍であり商人であった｡九世紀前半には潮海が入唐僧の媒介役として連絡を取り付けた｡それ
は八世紀後半からの潮海の中継的交通を引き継ぐ側面も有していたであろう｡ (28)そこには日本
への来航を正当化して日本との交易を行おうとする潮海の狙いがあった｡ただし､年紀制の徹底
を図る日本の対応によってそうした活動もほどなく低調化する｡これに対して九世紀半ば以降は
商人が媒介として活動するようになる｡それは外交による国家的仲介が有効であった九世紀前半
から海商の活動が本格化する九世紀半ばにかけての状況の変化を顕著に反映しているといえよ
う｡
入唐僧､特に留学僧は｢留学｣を国家から許可されている｡そのため在唐中の行動も国家に規
制されざるを得ない面を有する｡それが滞在の費用を国家に要求したり滞在許可を随時申請する
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必要性を生じさせ､連絡を密にすることを必然化させたといえる｡逆に国家側からすると､国家
がコンスタントに道外使節を派遣している状況では比較的定期的な連絡をつけやすいが､遣唐使
派遣の頻度が低下するとそれに依らない方法をとらざるを得ない｡遣唐使での往来を前提とする
留学生はこれによって八世紀に比べて九世紀はその活動が低調化する｡ところが｢留学僧｣ ｢還
学僧｣は仏教的要請もあり移動の手段を必ずしも遣唐使に提われない｡潮海や海商が移動･連絡
の媒介を果たすことによって外交使節派遣に依らない連絡のやり取りが可能になる｡そして遣唐
使が海外情報をもたらさなくなると独自に唐に渡り活動をする在唐僧の情報はその重要性を高め
ていき､九世紀末には政策に影響を与えるまでになったのである｡
おわりに
小稿は､海外情報の発信者を受信者との関係から公的･非公的かつ帰属の異同という視角によ
って分類して､七-九世紀の海外情報の受容のあり方を探った｡まとめると､七･八世紀の海外
情報は外交の比重が高く､特に八世紀はそれが顕著である｡九世紀は外交関係の低調化から異な
る情報入手の方法の構築に迫られ､入唐僧が発信者の役割を果たすようになることを指摘した｡
入唐僧の活動の背景にあるのは､渡海における媒介的役割の存在であり､八世紀末～九世紀前
半には潮海が､九世紀半ば以降になると海商がそれを果たすようになる｡そして入唐僧が遣唐使
に依らずに情報を伝達するようになると､結果的に遣唐使の必要性そのものを低下させることに
なる｡さらに踏みこんでいうことが許されるなら､海外情報という面においては入唐僧が遣唐使
の停止をもたらすに至ったのである｡
遣唐使が派遣されなくなった後も入唐僧の活動は続く｡ ｢在唐僧｣として唐から日本に情報を
送り続けた中確においてもっとも明瞭に表れている｡それは朝廷との関係を維持しながら仏教的
動機に基いて唐へ赴くという公的･非公的という単純な枠組みでは計りきれない存在になってい
くのである｡十世紀以降の渡宋僧はその系譜に直結するのであり､育然･寂照･成尋等の活動へ
と展開していく｡渡宋僧が公的性格を有することはすでに指摘されているが(29)､その一つの淵
源として理解したい｡
小塙は入唐僧に着目しながら海外情報について論じたが､残された課題は多い｡たとえば遣唐
使の情報伝達はさらに追究されるべきであるし､坂上康俊氏が指摘したような伝わらなかった情
報という問題もある｡(30)それらは他日を期すことにして潤筆する｡
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